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分科会A：子育て
～夫婦ともに子育てを担いながら働く社会づくりのために～

DIVERSITY ＆ INCLUSION SYMPOSIUM

５つのテーマで語るダイバーシティ～社会と企業の未来～
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プログラム

テーマ 主な内容

1 ガイダンス
◼ 挨拶と分科会プログラムの説明
◼ 登壇者のご紹介

2 問題提起（MURC）
◼ 共働きが増え、女性活躍に注目が集まる中、男女関わらず活躍してもらいたいと考える企業と、子
どもを育てながら働く人々、それぞれの課題について共有します

3
子育て支援団体からの

問題提起
◼ 地域の子育て支援を担っている団体から、親の働き方や子育て環境が変化する中で、子どもの育
ちについて懸念される影響や、子育ての悩みの変化などについて、発表いただきます

4

企業の取組事例紹介

（人事担当者、

男性社員）

◼ 企業で取り組んでいる、夫婦での子育てを支援する制度・取組等について、発表いただきます

◼ また、そうした支援を利用した経験がある男性社員から、夫婦で子育てをするうえで役に立ったこと、
男性が育児に関わる際の課題、今後さらに支援を望むこと等を発表いただきます

5 問題提起（MURC）
◼ 夫婦での子育て（特に正社員カップル）について、子どもを育てながら働く人々が抱えている課題
は何でしょうか。課題を解決するために、企業、行政、地域に求められる支援や役割は、どのような
ものでしょうか。

6
グループ

ディスカッション①
◼ 共働きで子育てをしている人々が抱える課題や悩みは、どのようなものがありますか

7
グループ

ディスカッション②

◼ 夫婦ともに子育てを担いながら働くことができる社会のために、

⚫ 企業における働き方やキャリア形成について、今後どのように見直していけば良いと思いますか。

⚫ 地域の子育て支援団体や行政は、夫婦で働きながら子育てをしているパパ・ママに対して、どの
ような支援ができると思いますか。

8 全体共有・総括
◼ グループ発表

◼分科会の総括、全体会（後半）の案内
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登壇者のご紹介

◼ NPO法人子育てひろば全国連絡協議会 理事長／認定NPO法人びーのびーの
理事長 奥山千鶴子 氏
⚫ 1996年育休取得第1号となるも両立かなわず退職。2000年空き店舗にて親子の交流の場を立ち上げ、

その後児童福祉法に位置付けられた地域子育て支援拠点事業に発展。地元横浜市港北区の活動に
加え、全国の子育てひろばの連絡会を設立。内閣府子ども・子育て会議委員他。

◼ 日本ユニシス株式会社 組織開発部 ダイバーシティ推進室 室長 宮森未来 氏
⚫ 2006年12月、日本ユニシス(株)へ入社。営業としてメガバンクや信託銀行等金融機関へのセールス業
務を担当。2016年4月にダイバーシティ推進室へ異動し、全社のダイバーシティ施策の企画・推進に携
わる。2019年4月より現職。

◼ 日本ユニシス株式会社 ソリューションサービス本部 次世代決済コマースサービス部

一室 森 弘樹 氏
⚫ 2014年4月、日本ユニシス(株)へ入社。製造業界へのセールス業務を担当後、システムエンジニアとし
て新規ビジネスモデル企画を担当。2019年8月、第一子（2018年12月生）の育児休職を1か月間取得。

登壇者

にっぽん子ども・子育て応援団・NPO法人子育てひろば全国連絡協議会

協力団体
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子育て分科会で考えたいこと

企業のダイバーシティ推進、子育てをめぐる変化

背景

男女ともに子育てをしながらキャリアを形成する上での課題は何か

子どもが健やかに育つ環境という視点から、問題はないか

問題提起

夫婦ともに子育てを担いながら働くことを実現するために、

どのような取組が必要か？

めざすべきダイバーシティ社会のあり方を考える

本日のテーマ
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1．女性の就業をめぐる変化－（1）

図表１ 第１子出産前有職者の就業継続率（就業形態別）

◼ 正社員の約７割は、第１子出産後も就業を継続

（出所）内閣府「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）レポート2018」
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1．女性の就業をめぐる変化－（2）

図表２ 女性の理想・予定のライフコース､男性がパートナーに望むライフコース（単数回答）

（出所）国立社会保障・人口問題研究所
「第15回出生動向基本調査」（2015年）結
果報告書より作成。

◼ 男女ともに「専業主婦コース」を望む人は減少し、「両立コース」が増加

【女性の理想のライフコース】 【女性の予定のライフコース】

【男性がパートナーに望むライフコース】
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2．子育てをめぐる変化－（1）

78.7%

46.6%

60.5%

23.6%

82.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが好きで、欲しいと思っていた

子どもを持つのが不安だった

子育ては楽しいもの

子育ては大変、関わりたくない

子どもを持つのが当たり前

父親（n=2000）

77.1%

29.4%

60.0%

15.0%

81.6%
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子どもが好きで、欲しいと思っていた

子どもを持つのが不安だった

子育ては楽しいもの

子育ては大変、関わりたくない

子どもを持つのが当たり前

父親（n=1765）

75.3%

50.1%

62.6%

16.9%

79.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが好きで、欲しいと思っていた

子どもを持つのが不安だった

子育ては楽しいもの

子育ては大変、関わりたくない

子どもを持つのが当たり前

母親（n=2000）

71.1%

35.2%

64.5%

12.6%

77.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが好きで、欲しいと思っていた

子どもを持つのが不安だった

子育ては楽しいもの

子育ては大変、関わりたくない

子どもを持つのが当たり前

母親（n=1765）

図表３ 子どもが生まれる前の子育て観（単数回答）
2002年調査2014年調査

父親 29.4%（2002年） → 46.6%（2014年）

母親 35.2%（2002年） → 50.1%（2014年）

（出所）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング『「子育て支援策等に関する調査 2014」報告書
（未就学の父母アンケート調査）概要』2014年12月

（注）５つの項目について、それぞれ「はい」と回答した人の割合。

◼ 子どもが生まれる前に子育てに不安を感じていた人は約半数。10年前より大きく増加
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36.3%

24.8%

23.6%

21.2%

16.3%

13.4%

11.3%

11.0%

14.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

園の送り迎え等で挨拶する人がいる

子どもを預けられる人がいる

子ども同士遊ばせながら立ち話する人がいる

子連れで家を行き来する人がいる

子どもを通して関わっている人はいない

子どもをしかってくれる人がいる

子連れで一緒に旅行等行く人がいる

子育ての悩みを相談できる人がいる

わからない

父親(n=2000)

57.3%

47.5%

43.8%

38.7%

27.8%

22.6%

20.2%

11.2%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

園の送り迎え等で挨拶する人がいる

子ども同士遊ばせながら立ち話する人がいる

子育ての悩みを相談できる人がいる

子連れで家を行き来する人がいる

子どもを預けられる人がいる

子連れで一緒に旅行等行く人がいる

子どもをしかってくれる人がいる

子どもを通して関わっている人はいない

わからない

母親(n=2000)

52.9%

41.8%

38.1%

36.5%

22.7%

22.4%

19.0%

9.2%

10.0%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

園の送り迎え等で挨拶する人がいる

子連れで家を行き来する人がいる

子どもを預けられる人がいる

子ども同士遊ばせながら立ち話する人がいる

子連れで一緒に旅行等行く人がいる

子どもをしかってくれる人がいる

子育ての悩みを相談できる人がいる

子どもを通して関わっている人はいない

わからない

無回答

父親(n=1765)

88.3%

81.0%

77.0%

73.8%

57.1%

46.6%

46.3%

1.6%

0.3%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

園の送り迎え等で挨拶する人がいる

子ども同士遊ばせながら立ち話する人がいる

子連れで家を行き来する人がいる

子育ての悩みを相談できる人がいる

子どもを預けられる人がいる

子どもをしかってくれる人がいる

子連れで一緒に旅行等行く人がいる

子どもを通して関わっている人はいない

わからない

無回答

母親(n=1765)

2．子育てをめぐる変化－（2）

図表４ 地域の中での子どもを通じた付き合い（複数回答）
2014年調査 2002年調査

（出所）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング『「子育て支援策等に関する調査 2014」報告書
（未就学の父母アンケート調査）概要』2014年12月

◼ 地域の中での子どもを通した付き合いは希薄化の傾向
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16.9%

5.3%

6.7%

20.3%

3.3%

43.5%

27.0%

23.5%

43.1%

18.2%

31.5%

48.6%

51.7%

29.5%

49.3%

8.1%

19.1%

18.1%

7.2%

29.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもとの時間を十分にとれない

子どもとの接し方に自信が持てない

子育てについて、配偶者・パートナーと意見が合わ

ない

子どもが小さいうちは、仕事や自分のやりたいこと

が十分できない

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場など

まわりの見る目が気になる

父親（n=2000）

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そうは思わない

9.0%

14.6%

7.9%

42.4%

10.8%

23.5%

36.5%

23.1%

42.1%

29.0%

36.3%

34.7%

43.4%

11.8%

40.7%

31.2%

14.1%

25.5%

3.7%

19.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもとの時間を十分にとれない

子どもとの接し方に自信が持てない

子育てについて、配偶者・パートナーと意見が合わ

ない

子どもが小さいうちは、仕事や自分のやりたいこと

が十分できない

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場など

まわりの見る目が気になる

母親（n=2000）

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そうは思わない

2．子育てをめぐる変化－（3）

図表５ 子育ての不安・悩み（単数回答）

⚫ 子どもとの時間を十分にとれない ・・・ 夫60.4% 妻32.4%

⚫ 子どもとの接し方に自信が持てない ・・・ 夫32.3% 妻51.1%

⚫ 仕事や自分のやりたいことが十分できない・・・ 夫63.4% 妻84.5%

（出所）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング『「子育て支援策等に関する調査 2014」報告書
（未就学の父母アンケート調査）』2014年12月
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図表６ ６歳未満の子どもをもつ妻・夫の家事関連（うち育児）時間、仕事等時間（週全体）

◼ 妻の就業形態にかかわらず、夫の家事関連時間は低調

3．共働き夫婦の家事・育児分担－（1）

（出所）内閣府「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）レポート2018」
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図表７ ６歳未満の子どもをもつ夫の家事関連の行動者率

◼ 家事は約２割、育児は約３割にとどまっており、ここ５年でほぼ変化なし

3．共働き夫婦の家事・育児分担－（2）

（出所）内閣府「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）レポート2018」
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43.2%

46.8%

56.6%

61.9%

23.7%

26.4%

26.7%

18.2%

20.9%

18.6%

11.2%

10.6%

12.2%

8.3%

5.5%

9.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３９時間以下（n=287）

４０～４９時間（n=846）

５０～６０時間（n=581）

６１時間以上（n=236）

３０分未満 ３０分以上～１時間未満 １時間以上～２時間未満 ２時間以上

15.0%

14.1%

30.8%

39.0%

17.1%

24.5%

28.7%

24.2%

32.1%

28.7%

23.2%

18.6%

20.9%

23.2%

13.4%

12.7%

15.0%

9.6%

3.8%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３９時間以下（n=287）

４０～４９時間（n=846）

５０～６０時間（n=581）

６１時間以上（n=236）

３０分未満 ３０分以上～１時間未満 １時間以上～２時間未満

２時間以上～４時間未満 ４時間以上

図表８ 父親の労働時間別家事・育児時間（単数回答）

＜平日１日の家事時間＞

＜平日１日の育児時間＞

（出所）三菱UFJリサーチ＆コンサル
ティング『「子育て支援策等に関する
調査 2014」報告書（未就学の父母ア
ンケート調査）概要』2014年12月

◼ 夫の労働時間が長いほど、１日の家事・育児時間が「30分未満」が増加

3．共働き夫婦の家事・育児分担－（3）
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図表９ 子育てへの関わり度合い（単数回答）

2002年調査2014年調査

21.7 

41.5 

41.5 

44.4 

28.8 

11.7 

8.0 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親（n=1988)

母親(n=1935）

十分である ある程度十分である

あまり十分ではない 不十分である

11.5 

42.2 

44.4 

49.7 

35.5 

7.0 

8.0 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親(n=1765)

母親(n=1765)

十分である ある程度十分である

あまり十分ではない 不十分である

無回答

（出所）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング『「子育て支援策等に関する調査 2014」報告書
（未就学の父母アンケート調査）概要』2014年12月

4．子育てへの関わり－（1）

◼ 夫の4割弱は「不十分」。妻は9割弱が「十分」としているが、「あまり十分ではない」
もやや増加
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⚫ 夫は・・・「仕事が忙しすぎる」 （62.8%）
⚫ 妻は・・・「仕事が忙しすぎる」（30.8%） 、「子どもとどう接したらよいかわからない」（13.8%）

⚫ 妻からみた夫は・・・「子育ての大変さを理解していない」 （12.0%）

図表10 子育てへの関わりが十分でない原因（単数回答）

62.8%

22.4%

8.1%

8.0%

2.5%

8.6%

4.0%

15.5%

3.0%

10.9%

2.7%

9.2%

4.4%

6.3%

12.6%

19.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親(n=731)

配偶者・パートナー

(n=174)

仕事が忙しすぎる 個人的な楽しみの方を大切にする

子どものことや家庭のことにあまり関心がない 子どもの世話が面倒だと考えている

子育ての大変さを理解していない 子どもとどう接したらよいかわからない

子育てに関する知識や情報が乏しい その他

30.8%

46.9%

9.5%

18.7%

2.9%

5.0%

7.3%

5.5%

3.3%

12.0%

13.9%

3.9%

7.3%

4.0%

24.9%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=273)

配偶者・パートナー

(n=866)

仕事が忙しすぎる 個人的な楽しみの方を大切にする

子どものことや家庭のことにあまり関心がない 子どもの世話が面倒だと考えている

子育ての大変さを理解していない 子どもとどう接したらよいかわからない

子育てに関する知識や情報が乏しい その他

72.5%

32.3%

6.4%

13.8%

1.3%

10.8%

2.5%

6.2%

3.3%

7.7%

2.3%

6.2%

1.4%

9.2%

4.7%

4.6%

5.6%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親(n=768)

配偶者・パートナー

(n=65)

仕事が忙しすぎる 個人的な楽しみの方を大切にする

子どものことや家庭のことにあまり関心がない 子どもの世話が面倒だと考えている

子育ての大変さを理解していない 子どもとどう接したらよいかわからない

子育てに関する知識や情報が乏しい その他

無回答

31.1%

58.6%

13.3%

13.0%

0.7%

4.3%

17.8%

5.3%

3.0%

6.8%

12.6%

3.4%

4.4%

2.1%

14.1%

1.9%

3.0%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=135)

配偶者・パートナー

(n=584)

仕事が忙しすぎる 個人的な楽しみの方を大切にする

子どものことや家庭のことにあまり関心がない 子どもの世話が面倒だと考えている

子育ての大変さを理解していない 子どもとどう接したらよいかわからない

子育てに関する知識や情報が乏しい その他

無回答

62.8%

22.4%

8.1%

8.0%

2.5%

8.6%

4.0%

15.5%

3.0%

10.9%

2.7%

9.2%

4.4%

6.3%

12.6%

19.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親(n=731)

配偶者・パートナー

(n=174)

仕事が忙しすぎる 個人的な楽しみの方を大切にする

子どものことや家庭のことにあまり関心がない 子どもの世話が面倒だと考えている

子育ての大変さを理解していない 子どもとどう接したらよいかわからない

子育てに関する知識や情報が乏しい その他

30.8%

46.9%

9.5%

18.7%

2.9%

5.0%

7.3%

5.5%

3.3%

12.0%

13.9%

3.9%

7.3%

4.0%

24.9%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=273)

配偶者・パートナー

(n=866)

仕事が忙しすぎる 個人的な楽しみの方を大切にする

子どものことや家庭のことにあまり関心がない 子どもの世話が面倒だと考えている

子育ての大変さを理解していない 子どもとどう接したらよいかわからない

子育てに関する知識や情報が乏しい その他

72.5%

32.3%

6.4%

13.8%

1.3%

10.8%

2.5%

6.2%

3.3%

7.7%

2.3%

6.2%

1.4%

9.2%

4.7%

4.6%

5.6%

9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親(n=768)

配偶者・パートナー

(n=65)

仕事が忙しすぎる 個人的な楽しみの方を大切にする

子どものことや家庭のことにあまり関心がない 子どもの世話が面倒だと考えている

子育ての大変さを理解していない 子どもとどう接したらよいかわからない

子育てに関する知識や情報が乏しい その他

無回答

31.1%

58.6%

13.3%

13.0%

0.7%

4.3%

17.8%

5.3%

3.0%

6.8%

12.6%

3.4%

4.4%

2.1%

14.1%

1.9%

3.0%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親(n=135)

配偶者・パートナー

(n=584)

仕事が忙しすぎる 個人的な楽しみの方を大切にする

子どものことや家庭のことにあまり関心がない 子どもの世話が面倒だと考えている

子育ての大変さを理解していない 子どもとどう接したらよいかわからない

子育てに関する知識や情報が乏しい その他

無回答

（出所）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング『「子育て支援策等に関する調査 2014」報告書
（未就学の父母アンケート調査）概要』2014年12月

4．子育てへの関わり－（2）
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11.1%

6.3%

15.9%

33.3%

41.2%

35.6%

20.0%

18.5%

11.9%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育ての優先度：希望

子育ての優先度：現実

父親（n=2000）

仕事等自分の活動に専念

どちらかと言えば仕事等が優先

仕事等と家事・育児を同等に重視

どちらかと言えば家事・育児が優先

家事や育児に専念

5.2%

1.2%

10.0%

5.5%

41.2%

14.7%

23.3%

34.5%

20.4%

44.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育ての優先度：希望

子育ての優先度：現実

母親（n=2000）

仕事等自分の活動に専念

どちらかと言えば仕事等が優先

仕事等と家事・育児を同等に重視

どちらかと言えば家事・育児が優先

家事や育児に専念

10.3%

12.5%

19.8%

52.7%

51.6%

25.9%

15.9%

7.3%

1.4%

0.4%

1.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育ての優先度：希望

子育ての優先度：現実

父親（n=1765）

仕事等自分の活動に専念

どちらかと言えば仕事等が優先

仕事等と家事・育児を同等に重視

どちらかと言えば家事・育児が優先

家事や育児に専念

無回答

4.2%

0.8%

9.9%

5.5%

58.6%

12.4%

17.7%

43.4%

9.2%

37.7%

0.3%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育ての優先度：希望

子育ての優先度：現実

母親（n=1765）

仕事等自分の活動に専念

どちらかと言えば仕事等が優先

仕事等と家事・育児を同等に重視

どちらかと言えば家事・育児が優先

家事や育児に専念

無回答

11.1%

6.3%

15.9%

33.3%

41.2%

35.6%

20.0%

18.5%

11.9%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育ての優先度：希望

子育ての優先度：現実

父親（n=2000）

仕事等自分の活動に専念

どちらかと言えば仕事等が優先

仕事等と家事・育児を同等に重視

どちらかと言えば家事・育児が優先

家事や育児に専念

5.2%

1.2%

10.0%

5.5%

41.2%

14.7%

23.3%

34.5%

20.4%

44.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育ての優先度：希望

子育ての優先度：現実

母親（n=2000）

仕事等自分の活動に専念

どちらかと言えば仕事等が優先

仕事等と家事・育児を同等に重視

どちらかと言えば家事・育児が優先

家事や育児に専念

10.3%

12.5%

19.8%

52.7%

51.6%

25.9%

15.9%

7.3%

1.4%

0.4%

1.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育ての優先度：希望

子育ての優先度：現実

父親（n=1765）

仕事等自分の活動に専念

どちらかと言えば仕事等が優先

仕事等と家事・育児を同等に重視

どちらかと言えば家事・育児が優先

家事や育児に専念

無回答

4.2%

0.8%

9.9%

5.5%

58.6%

12.4%

17.7%

43.4%

9.2%

37.7%

0.3%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育ての優先度：希望

子育ての優先度：現実

母親（n=1765）

仕事等自分の活動に専念

どちらかと言えば仕事等が優先

仕事等と家事・育児を同等に重視

どちらかと言えば家事・育児が優先

家事や育児に専念

無回答

図表11 子育ての優先度（希望、現実）（単数回答）
2014年調査 2002年調査

⚫ 夫 ・・・ 「希望」と「現実」のギャップは縮小傾向
⚫ 妻 ・・・ 依然として希望以上に「家事・育児優先」が高い割合

（出所）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング『「子育て支援策等に関する調査 2014」報告書
（未就学の父母アンケート調査）概要』2014年12月

◼ 夫婦ともに「家事・育児優先（どちらかと言えば含む）」の希望が増加

4．子育てへの関わり－（3）
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修
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位
の
役
職
者
へ
の
ア
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ー
ル
力

(％)

女性管理職(n=300)

男性管理職(n=300)

図表12 管理職になるのに役立った経験（複数回答）

5．女性活躍のために必要な取組－（1）

（出所）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社「女性管理職の育
成・登用に関する調査」（2018年3月実施）より作成。
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5．女性活躍のために必要な取組－（2）

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 

短時間勤務制度を利用しやすくすること

労働時間の長さではなく、仕事の成果をきちんと評価すること

在宅勤務制度を利用しやすくすること

育休復職者に対し、個別の事情に配慮した配属をすること

性別に関係なくやりがいのある仕事を与えること

男性も含めた長時間労働の削減や、休暇取得促進に取り組むこと

男性の育児休業取得を進めること

性別に関係なく配属を行うこと

産休や育休によるブランクをなるべく短くすること

女性が活躍しやすい部門に女性を配属すること

女性には、女性ならではの感性が活かせるような仕事を与えること

育休復職者の意欲を高めるような研修をすること

経営層が女性活躍推進に積極的であること

育休復職者を受け入れる部門の人件費を補助金等で補てんすること

仕事の生産性を高めるような取組みを行うこと

ライフイベントを迎える前の女性に多くの職務経験を積ませること

意欲や能力の高い女性を、早い段階で幹部候補として選抜すること

女性管理職比率の数値目標を設定すること

入社数年のうちにキャリア意識を高める研修をすること

活躍している女性のロールモデル提示を行うこと

女性をつなぐ社内ネットワークを充実させること

管理職に対して、女性部下の育成に関する研修を行うこと

管理職手前の女性に対する研修をすること

女性には、専門性が高まるような仕事を与えること

ラインマネジャー以外に管理職相当の高度専門職を設定する

その他

（出所）三菱UFJリサーチ＆コンサルティング「出産時就業継続した正社員女性の活躍に関する調査」2016年より作成。
（注）「その他」を除く25の選択肢のうち上位10項目をグラフ化している。

図表13 子育て中の女性社員自身が、女性管理職が増えるために効果的だと思う取組（複数回答）

（％）
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問題提起

◼女性活躍が進み、男女関わらず活躍が期待される中、夫婦ともに正

社員で働く共働き家庭が増えています。しかし、仕事と育児の両立

に葛藤を感じている人も少なくありません。

◼企業のダイバーシティ推進は、本来個人にとっても多様な働き方の

選択肢につながるものであるはずですが、企業での活躍に注目が

集まる陰で、「子どもが健やかに育つ環境」という視点は置き去りに

されていないでしょうか。

◼夫婦ともに子育てを担いながら働く社会づくりのために、地域、企業

はどうあるべきか、一緒に考えていきましょう。
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